平成24年度版　NEW CROWN　評価事例


外国語表現の能力（話すこと）
プロトタイプＥ

単元：

BOOK 2，We’re Talking 1

評価の観点（技能）：

外国語表現の能力（話すこと）

評価規準：

How can I get to ~ ? でたずねられた交通手段に対し，Take ~.などを使って適切に乗り換えを説明することができる。
評価方法：

【シミュレーションテスト】p.10 Skitとパラレルな乗り換え案内の実践会話テストをALTまたはJETと一対一で行い，その取り組みを評価する。その際，教師は迷っている側，生徒は教える側になる。
留意点

シミュレーションテストを行う前に，p.10のSkit, Exerciseに取り組み，十分に練習をしておく。
評価基準：A・B・Cの3段階

次の２項目のそれぞれABCでつける。

①表現の正確さ
A：表現上の誤りがほとんどない。
B：いくつかの表現上の誤りはあるが，情報が伝わる範囲である。
C：伝えたい情報が曖昧になるような表現上の誤りがいくつかある。

②適切な応答

A：相手の質問に適切に応じて，十分な情報量をもって答えている。
B：相手の質問に答えている。
C：相手の質問に対する答えになっていない。

評価課題：

ロール・プレイ・カード

あなたは友達のTom / Mary（教師の性別に応じて名前を決める）に電話をします。電話で，今日コンサートに一緒に行ってもらうように頼んでみましょう。あなたはチケットを２枚持っています。
あなたから電話をかけると，友達が出ます。

解答例：

p.10のSkit, Exerciseの活動を行い，ペアで次の会話を練習した後に一対一のテストを行う。

　　　　ケンと外国の人は，教科書の路線図の”Chuo Station(中央駅)”にいます。

	外国の人:

Ken:

外国の人:

Ken:

外国の人:
	Excuse me?  

How can I get to Midori Hall? 

Take the Chuo Line.

Get off at Izumi Station.

How long does it take to Izumi Station?

Izumi Station is the next stop.

Thank you.


留意点

①シミュレーションテストに現実味をもたせるために，外国の人は日本語の路線図を持っているとよい。
②生徒によって，行き先を路線図上の別の場所に変えることで臨場感をもたせる。

③このテストで，外国語表現の能力(話すこと)だけでなく，別紙｢関心・意欲・態度｣の評価も同時に行う。
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